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は し が き

メチ シ ン耐性黄色 ブ ドウ球菌(methicillinresistant

Staphylococcusaureus,MRSA)に よる院内感染 は大 きな問題

であ り、その状況 の把握 と院内感染 の防止対 策 の検 討 には、

MRSAの 適 当 な疫学 的マ ーカーに よる検 討が必要 であ る。

生物 学的表現型 あ るいは遺伝子解析 に基づ いた種 々の タイ

ピング法 があ るが、 プラス ミ ドDNA解 析 に よる方法 は識別

能の点でやや劣 る ものの、手技 が比較 的簡単 であ る。

MRSAは 薬剤耐性 プラス ミ ドを持 ってい る株 が多 いので、

そのDNAパ ター ンを検 索す る と同時 に薬剤感 受性 パ ター ン

を組み合 わせ て調べ るこ とはMRSA菌 株 の疫学 的検 索手段

として有用 と考 え られ る。本研究 は病 院内で分離 され る

MRSAの プラス ミ ドDNA解 析 と薬剤感受性パ ター ンを同時

に検索 し、その有用性 を検討 す る とともに院内感染状況 の

把握 と院内感染 防止対 策の資料 とす る ものであ る。

研究組織

研究代表者:

研究経費

室 野 晃 一

(旭川医科大学医学部助手)

平 成5年 度1、000千 円

平成6年 度

平成7年 度

十一言
ロ

600千 円

600千 円

2、200千 円



一

研究発表

(1)学 会誌等

1.室 野 晃 一 、藤 田晃 三:長 期 中心 静脈 栄 養 施 行 中 にMSSA敗 血 症 お よ

び その後MRSA敗 血 症 を く り返 した1女 児 例 につ い て.

第8回 東 八 幡 平 シ ンポ ジ ウ ム1990年 記録 集1991:32-35

2.藤 田晃 三:MRSAの 現 況 と対 策;MRSAの 基 礎

札 医通 信1992;132:3-6

3.FujitaK,MuronoK,SakataH,KaeriyamaM:Methicillin-resistant
staphylococcusaureusempyemainchildren.

ActaPaediatrJpn1992;34:151-156

4.吉 河 道 人 、 室 野晃 一 、 藤 田晃 三 、 柴 彰 則 、 牧野 幹 男:旭 川 医大 附

属 病 院 で分 離 され たMRSAの プ ラス ミ ドパ ター ン

第9回 東八 幡平 シ ンポ ジ ウ ム1991年 記 録 集1992:60-64

5.吉 河 道 人 、室 野 晃 一 、 藤 田晃 三 、柴 彰 則 、牧野 幹 男:薬 剤 感 受 性 ・

プ ラス ミ ドプ ロ フ ァイ ル に よるMRSAの 病 院 内疫 学調 査

第10回 東 八 幡平 シ ンポ ジ ウ ム1992年 記 録 集1993:95-99

(2)口 頭発表

1.室 野晃0、 藤田晃三:長 期 中心静脈栄養施行中にMSSA敗 血症およ

びその後MRSA敗 血症を くり返 した1女 児例 について.

第8回 東八幡平 シンポジウム、1990年8月

2.吉 河道 人 、室 野 晃 一 、藤 田晃 三 、柴 彰 則 、牧 野 幹 男:旭 川 医大

附属 病 院 で分 離 され たi..の プ ラス ミ ドパ ター ン

第9回 東 八 幡 平 シ ンポ ジ ウ ム、1991年8月

3.吉 河道 人 、 室 野 晃 一 、藤 田晃 三 、柴 彰 則 、牧 野 幹 男:薬 剤 感 受 性 ・

プ ラス ミ ドプロ フ ァイ ル に よるMRSAの 病 院 内疫 学 調査

第10回 東 八 幡 平 シ ンポ ジ ウ ム、1992年8月



一

研究成果

平 成3年 度 に旭 川 医 科大 学 附属 病 院 で分 離 され た

MRSA87株(85%が コア グ ラ ーゼII型)に つ い て 、 プ ラス ミ

ドプ ロ フ ァイル と薬剤 感 受性 試 験 を行 った。 プ ロ フ ァイル

はAか らGの7パ ター ンが得 られ た。47株(54%)が プ ロ フ

アイ ルA、10株 が プ ロ フ アイ ルB、 プ ロ フ アイ ルC、D、E、

F、Gが そ れ ぞれ3、1、3、1、1株 で、 プ ラス ミ ドを も

た ない株 が21株 あ った。薬 剤 感 受 性 試 験 は9薬 剤 につ い て

行 った が 、 ミノサ イ ク リン(MINO)で 感 受 性株(MICO.5

0r1ｵg/ml)と 中等 度耐 性 株(MIC40r8ｵg/ml)に 分 か れ 、

分 離株 数 の多 い プ ロ フ ァイ ルAの 株 はMINOの 感 受 性 パ ター

ン との組 み合 わせ に よ りさ らに分 類 が可 能 と考 え られ た 。

そ れ に よる病 棟 にお け るMRSAの 分 布 をみ る と一 つ の外 科

病棟 に プ ラス ミ ドAでMINO感 受性 の株 の集 積 を認 め た 。 ま

た、 プ ラス ミ ドAでMINO耐 性 の株 は も う一 つ の外 科 、脳 外

科 、皮 膚 ・泌 尿 器 科 病棟 か ら多 く分 離 され 、 プ ラス ミ ドCの

株 は耳鼻 科 病棟 か らだ け分 離 され た。

平成4年 度 以 降 に分 離 され た400株 以 上 のMRSAに つ い て

もその 一部 につ い て検 索 をす す め た とこ ろ、 プ ラス ミ ドプ

ロ フ ァイルAか らプ ロ フ ァイ ルBへ の流 行 の変 化 を認 め た 。

また鹿 児 島大 学 医学 部小 児 科 か ら分 与 され たMRSAに つ い

て も調 べ た と ころ、 いず れ の株 も当大 学 の株 とは異 な る プ

ロ フ ァイ ル を示 した。

さ らにパ ル ス フ ィー ル ド電気 泳動 法 を用 い て疫 学 的 マ ー

カー と しての有 用 性 を検 討 した と ころ、 プ ラス ミ ドプ ロ フ

ァイ ルAの 株 は10パ ター ン に分 か れ 、 よ り詳細 な検 討 が 可

能 と考 え られ た 。今 後 この方 法 に よる疫 学 的調査 を継 続 予

定 で あ る。




